
	

腹腔鏡外科 / 犬・猫	

腹腔鏡補助下膀胱結石摘出術	

	

対象	
犬・猫	

手術時間	
45～90分	

入院	
1～2泊	

麻酔	
全身麻酔	

	

■ どんな手術？	

腹腔鏡を補助に用いて膀胱結石を摘出する手術です（完全な腹腔鏡下ではなく「補助下」で行いま
す）。お腹に約 1.5cmの小切開を 1か所おき、膀胱を腹壁・皮膚に縫合して固定したうえで膀胱を
切開し、腹腔鏡で鏡視下に確認しながら結石を取り除きます。取り残しのリスクが低く、傷が小さく
（約 1.5cm）、腹腔内を汚染しにくいのがメリットです。	

■ この手術が必要なとき	

・膀胱内の結石（ストルバイト・シュウ酸カルシウム等）	
・食事療法・内科治療で溶けない結石	
・閉塞を繰り返す膀胱結石	
・膀胱内の生検を同時に希望する場合	

■ 手術の流れ	

① 全身麻酔・気管挿管を行います	
② お腹に約 1.5cmの小切開を 1か所おきます	
③ 膀胱を腹壁・皮膚に縫合して固定します	
④ 膀胱を切開します	
⑤ 腹腔鏡で鏡視下に確認しながら結石を取り除きます（膀胱内を洗浄）	
⑥ 膀胱・腹壁を縫合して終了します	

■ 麻酔について	

全身麻酔で行います。手術前に血液検査などで全身状態を確認し、麻酔のリスクを評価したうえで実
施します。手術中はモニターで呼吸と循環を継続的に管理します。	

■ 入院・退院の目安	

入院は 1～2泊が目安です。術後に尿検査・X線で残石や感染を確認します。	

■ 術後のケア	

・抜糸は 7～14日後が目安です	
・術後X線で残石を確認します	
・再発予防の療法食を継続します	
・水分摂取を増やします	



■ 起こりうるリスク・合併症	

・尿漏れ・腹膜炎（縫合不全）	
・出血	
・結石の取り残し（鏡視下で確認するためリスクは低い）	
・感染	

■ よくある質問	

Q. 開腹手術と何が違いますか？	
A. 傷が小さく（約 1.5cm）、術後の痛みが少なく回復が早いのが違いです。鏡視下で確認するため
取り残しも減らせます。	
Q. 全部取り切れますか？	
A. 膀胱内を鏡視下で確認しながら除去するため取り残しが少ないですが、術後 X 線でも確認します。	
Q. 再発しますか？	
A. 食事療法と水分管理で予防します。定期的な画像検査も大切です。	

■ なつ動物病院での対応について	

なつ動物病院 気になることがあれば、予約外でもお気軽にご来院ください	
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